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小
学
校
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
に
伴
い
、
今
年
度
か
ら
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
目
的
は
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

を
育
て
る
こ
と
で
は
な
く
、
論
理
的
な
思
考
力
を
養
う
こ
と
。
生
活

す
る
中
で
、
自
分
が
意
図
す
る
こ
と
を
実
現
し
た
り
課
題
を
解
決
し

た
り
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
行
動
の
組
み
合
わ
せ
が
必
要
か
を

考
え
る
力
で
す
。
料
理
や
計
画
的
な
学
習
、
仕
事
の
進
め
方
な
ど
、

ゴ
ー
ル
か
ら
逆
算
し
て
的
確
な
手
順
を
踏
む
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思

考
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
情
報
化
が
進
む
社
会
で
は
、
生
活
の
至
る
所
に
あ
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
仕
組
み
を
理
解
し
、
活
用
し
て
い
く
能
力
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が
生
き
る
未
来
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進

化
に
よ
り
、
一
層
激
し
く
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
社
会
に
自

ら
向
き
合
い
、
自
分
の
人
生
を
切
り
拓ひ
ら
く
力
。
そ
の
土
台
と
な
る
思

考
力
を
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
通
じ
て
育
ん
で
い
き
ま
す
。

教
育
指
導
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２
２
５
‒
２
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６
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学校での情報機器の活用を補助する「ＩＣＴ支援員」（写真中央）が授業をサポート

プログラミング
教育がスタート

正三角形を描く
スタート
ポイント

命令❹ 50歩動かす
命令❻
50歩動かす 命令❺ 120度右に回る

命令❶ スタートポイントに筆を置く
命令❷ 50歩（右へ）動かす

命令❸ 120度右に回る
（60度ではないことがポイント）

正三角形の特徴
・辺は３本で、長さは
全て同じ
・角は３つで、角度は
全て60度

順番をよく考えること、繰り返し考えるこ
と、考え方を工夫することが大切だと感じ
ました。
すごく頭を使いました。自分の家のパソコ
ンでもできるということなので、やってみ
たいと思いました。
キャラクターを思ったように動かせると、
気持ち良かったです。もっと

効率的に！
スタートポイントに筆を置く命令❶

命令❷「50歩動かす」「120度右に回る」を3回繰り返す

60度60度

120度

あゆコロちゃんを
プログラミングで
動かそう

あゆコロちゃんを
プログラミングで
動かそう

ミッション

昨年度に先行実施したプログラミング
の授業に対する児童の感想

文部科学省が定める教育カ
リキュラムの編成基準。道
徳教育の充実や英語教育の
拡大など、約10年ぶりに改
訂されました。中学校は、
来年度から全面実施され、
プログラミング教育がより
拡充されます。

小学校で全面実施

新学習指導要領
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子どもは、成長のスピードや適性がそれぞれ異
なるため、他の子どもと比べてできないこともあ
ります。いじめの原因の一つですが、保護者や教
職員が子どものありのままの姿を受け入れ、寄り
添いながら育む姿勢を持つことで、子どもは「見
守ってもらっている」という安心感を抱けます。
しかし、現実にはその姿勢が欠けていることが
多く、「もっと努力を」「負けないで」などの言葉
が子どもを追い詰めています。奮起を促された子
どもは、いじめの被害を言い出しづらくなる一方、
加害者は表面化しないのをいいことに、さらにいじめを繰り返します。
大切なのは、周りの大人が日頃から子どもと、人と人との関係を築き、
苦しい時に相談したいと思える存在になることです。
人間社会には、強者が弱者を排斥する側面があります。その中でい

じめを防ぐには、教育の果たす役割はとても大きいと思います。「人の
嫌がることはしない」という感覚を家庭、地域、学校で共に養い、「決
して加害者にはならない」という気持ちをみんなで膨らませていければ、
いじめは防げると思います。

近
年
、い
じ
め
の
認
知
件
数
は
増
え
続
け
、国
、

県
、
市
の
い
ず
れ
も
最
多
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、い
じ
め
が
急
に
増
え
た
か
ら
で
は
な
く
、

い
じ
め
の
定
義
（
左
欄
参
照
）
が
広
い
意
味
に
見

直
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
り
積
極
的
に
把
握
し
よ
う

と
し
て
い
る
た
め
で
す
。
認
知
件
数
が
多
い
と
い

う
こ
と
は
、
教
職
員
の
目
が
行
き
届
い
て
い
る
か

ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

い
じ
め
は
、目
に
見
え
る
も
の
ば
か
り
で
な
く
、

発
生
件
数
を
正
確
に
数
え
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

そ
の
た
め
、
数
え
方
は
「
発
生
件
数
」
か
ら
「
認

知
件
数
」
に
な
り
、
認
知
の
基
準
も
子
ど
も
の
受

け
止
め
方
を
重
視
し
た
捉
え
方
に
変
わ
り
ま
し

た
。
学
校
は
、
初
期
段
階
か
ら
把
握
し
て
組
織
的

に
対
処
し
、
適
切
な
指
導
に
つ
な
げ
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。

一定の人的関係のある児童・生徒が行う心理的ま
たは物理的な影響を与える行為で、行為を受けた
児童・生徒が心身の苦痛を感じているもの

各学校で実施されているいじめ防止宣言やクラスの約束、
学級目標などで掲げられた、いじめに対する児童・生徒の
決意の言葉です。

い
じ
め
は
、
身
体
へ
の
暴
力
に
よ
っ
て
苦
痛
を

与
え
る
以
外
に
も
、
仲
間
は
ず
れ
や
無
視
、
相
手

が
嫌
が
る
こ
と
を
し
た
り
さ
せ
た
り
し
て
、
心
理

的
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
現

在
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
い
じ
め
や
、

中
心
と
な
る
加
害
者
が
は
っ
き
り
と
し
な
い
複
数

に
よ
る
い
じ
め
が
増
加
。
加
害
者
た
ち
に
罪
の
意

識
が
薄
く
、
実
態
が
分
か
り
に
く
い
と
い
う
傾
向

が
あ
り
ま
す
。　

さ
ら
に
、
あ
ら
ゆ
る
子
ど
も
が
当
事
者
に
な
り

得
る
こ
と
も
近
年
の
特
徴
の
一
つ
で
す
。
国
立
教

育
政
策
研
究
所
の
調
査
で
は
、
小
・
中
学
校
の
9

年
間
で
仲
間
は
ず
れ
、
無
視
、
陰
口
の
い
ず
れ
か

を
し
た
子
ど
も
と
、
さ
れ
た
経
験
の
あ
る
子
ど
も

は
、
い
ず
れ
も
9
割
に
上
り
ま
す
。
い
じ
め
に
積

極
的
に
加
担
し
て
い
な
く
て
も
、
面
白
が
っ
て
見

て
い
た
り
、は
や
し
立
て
た
り
す
る
「
観
衆
」
や
、

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
「
傍
観
者
」
も
無
関
係
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆�Ａさんは滑り台の順番を抜かされ、悲しい顔をしている
ことが度々ある。
◆�先生に指され、答えられなかったBさんは、Cさんに「こ
んな問題も分からないの」と言われてショックを受けた。

◆�いじめ防止対策委員会で実効的な対
策などを協議
◆校長・教頭を対象にした研修会
◆�児童・生徒指導担当者会で積極的な
認知と適切な初期対応などへの理解
を促進
◆学校教育指導員による学校訪問
◆�児童・生徒の問題行動などの定期的
な調査
◆�スクールロイヤー（弁護士資格を持つ
教育法務担当の職員）による学校訪問・
研修会

●�児童・生徒を対象とした、いじめの
被害や目撃についてのアンケート
●�いじめを考えるワークショップ
●�情報モラル教室、非行防止教室
●�人権に関する絵本の読み聞かせ
●�人権週間での講演会
●�人権集会、人権合唱
●�教職員が「いじめ反対」を表すシャ
ツを着る「ピンクシャツデー」

一般的には、いじめというイメージはない行為でも
初期段階として積極的に認知

い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
は
、
加
害
者
へ
の
適

切
な
指
導
は
も
ち
ろ
ん
、「
観
衆
」
や
「
傍
観
者
」

に
な
っ
て
い
る
子
ど
も
に
も
、
い
じ
め
に
つ
い
て

主
体
的
に
考
え
、
行
動
す
る
力
を
身
に
付
け
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
小
・
中
学
校
で
は
、
い
じ

め
防
止
の
基
本
的
な
考
え
方
や
具
体
的
な
取
り
組

み
、
対
策
組
織
な
ど
を
示
し
た
方
針
を
学
校
ご
と

に
策
定
。
子
ど
も
た
ち
へ
の
い
じ
め
防
止
教
室
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
教
職
員
向
け

の
研
修
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、 「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」

（
右
欄
参
照
）
に
基
づ
き
、
施
策
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、
未
然
防
止
や
早
期
発
見
、
適
切
な
対

処
な
ど
、
学
校
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
し
っ
か

り
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

教
育
指
導
課
☎︎
２
２
５
‒
２
６
６
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　学校では、子どもたちにいじめや思いやりなどについ
て考えてもらう授業や取り組みを実施しています。子ど
もたちも、児童会や生徒会、各委員会が中心となり、主
体的にいじめのない学校づくりをしています。

文部科学省「いじめ対策に係る事例集」等より抜粋

い
じ
め
は
、
受
け
た
子
ど
も
の
心
に

深
い
傷
を
残
し
、
時
と
し
て
命
を
も
脅

か
す
決
し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

し
か
し
、
い
じ
め
で
苦
し
む
人
々
や
痛

ま
し
い
事
件
は
、
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

こ
の
重
大
な
問
題
に
社
会
全
体
で
取

り
組
む
た
め
、
国
は
２
０
１
３
年
に
い

じ
め
防
止
対
策
推
進
法
を
制
定
。
法
の

成
立
を
受
け
、
市
で
は
２
０
１
４
年
に

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し

た
。
今
回
の
特
集
で
は
、
現
在
の
い
じ

め
の
状
況
や
、
い
じ
め
撲
滅
に
向
け
た

学
校
と
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

▶︎イチオシ政策
教
育
長
コ
ラ
ム

曽
田 

髙
治

日直

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
、
社

会
に
大
き
な
混
乱
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

2
月
末
に
安
倍
晋
三
首
相
か
ら
学
校
の
一
斉
休

校
が
要
請
さ
れ
、
市
立
小
・
中
学
校
で
は
、
子

ど
も
の
預
け
先
の
確
保
な
ど
準
備
期
間
を
２
日

間
置
い
て
３
月
４
日
か
ら
休
校
と
し
ま
し
た
。

卒
業
式
も
縮
小
開
催
と
し
ま
し
た
。
大
切
な
節

目
の
日
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
様
の
お
気

持
ち
を
考
え
る
と
、
本
当
に
苦
渋
の
決
断
で
し

た
。た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
が
、

厚
木
保
健
福
祉
事
務
所
管
内
（
県
央
地
区
）
で

感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
感
染
の
拡
大
状
況
が
不

明
で
あ
っ
た
た
め
、
皆
様
の
健
康
と
安
全
を
最

大
限
に
考
慮
し
て
判
断
し
ま
し
た
。

長
引
く
休
校
や
外
出
自
粛
に
よ
る
子
ど
も
た

ち
の
ス
ト
レ
ス
や
運
動
不
足
が
心
配
さ
れ
る

中
、
４
月
か
ら
の
授
業
再
開
に
向
け
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
緊
急
事
態
宣
言
に

よ
り
入
学
式
も
縮
小
開
催
と
す
る
と
と
も
に
、

４
月
7
日
か
ら
再
び
一
斉
休
校
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
先
を
見
通
せ
な
い

状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
未
履
修
部
分
の

補
い
方
や
授
業
時
数
の
確
保
、
学
校
で
の
手
指

の
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
と
い
っ
た
感
染
防
止
対

策
の
徹
底
な
ど
、
対
応
す
べ
き
課
題
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
第
一

に
、
万
全
の
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

第2次教育振興基本計画
策定事業
令和３年度からスタートする第２次教育振興基本計画
の策定を進めています。計画は、教育委員会が目指す教

育のあるべき姿を掲げたもので、基本理
念、基本目標、基本方針で構成されてい
ます。各市立小・中学校の教育目標など
も計画の内容を踏まえて作成されます。
今後は、意見交換会とパブリックコメン
トを実施し、市民の皆さんの意見を取り
入れて令和２年度中に策定します。

児童・生徒登下校等安全
推進事業
児童・生徒が安心して登下校できるよう、５校の通
学路８カ所に学童通学誘導員を配置。交通量の多い交

差点や見通しの悪い道路などを見守って
います。
また、新入学児童と希望する生徒に防
犯ブザーを配布しているほか、ドライバー
に通学路の存在を知らせ、登下校する子
どもへの注意を促す看板を設置するなど、
児童・生徒の安全確保に努めています。

市史編さん事業
市の歴史的変遷を後世に継承するため、歴史
資料の調査、収集、分類、整理に取り組んでい
ます。これまでに「厚木市史」の本編を13 巻、

「厚木市史資料叢書」は12巻、「厚
木市史たより」（市H

ホームページ

P掲載）は
第22号まで発行。編さんした内容
などに基づき、歴史講演会も開催し
ています。古い資料や写真を集めて
いますので、お持ちの方は文化財保
護課へご連絡ください。昨年度は策定委員会で方向性を議論 ひもを引くと音が鳴る防犯ブザー 13巻まで発刊された厚木市史

い
じ
め
は
許
さ
な
い

他
人
事
に
し
な
い

チ
ク
チ
ク
言
葉
よ
り
フ
ワ
フ
ワ
言
葉

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い

認
め
合
い
助
け
合
う

仲
間
を
信
じ
る

思
い
が
伝
わ
る
よ
う
に
話
す

「
守
り
た
い
」
思
っ
て
い
る
な
ら 
も
う
一
歩

誰
に
で
も
同
じ
態
度
を
と
る

み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
い
い
あ
た
た
か
い
心
を
持
つ

も
し
自
分
だ
っ
た
ら
？
と
考
え
る

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る

信
頼
し
合
う

暴
力
を
ふ
る
わ
な
い

い
ざ
と
な
っ
た
ら
止
ま
れ
！
い
じ
め
の
信
号
機

笑
顔
を
作
る
よ
う
な
行
動
を

君
の
口
は
悪
口
を
言
う
た
め
に
あ
る
も
の
じ
ゃ
な
い

「
そ
の
言
い
方
は
誤
解
を
生
む
よ
」
と
は
っ
き
り
言
う

絶
対
に
い
じ
め
は
し
な
い

い
じ
ら
な
い
・
あ
お
ら
な
い

信
頼
で
き
る
友
達
を
ふ
や
す

感
謝
の
気
持
ち
は
言
葉
に
表
す

一
人
一
人
の
個
性
を
認
め
る

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な
い

困
っ
て
い
る
人
に
は
自
分
か
ら
声
を
か
け
る

言
葉
は
と
き
に
凶
器
と
な
る

し な い
さ せ な い
見逃さない

変
わ
る
い
じ
め
の
捉
え
方

誰
も
が
当
事
者
に
な
り
得
る

い
じ
め
を
根
絶
す
る
た
め
に

いじめとして認知する事例

いじめ防止基本方針のポイント

●市長と教育委員会の基本的な施策を規定
●重大事態への対処方法を規定

●基本認識
・�いじめを受けた子どもの尊厳を損なう絶対に許
されない人権侵害行為
・どの子どもにも、どの学校でも起こり得る
●基本理念
・市民は、いじめをしない・させない・見逃さない
・大人は、いじめに対して適切な対処をする
●未然防止、早期発見、適切な対処について規定
・家庭・地域社会で大切にしたい意識や取り組み
・学校の取り組み、考え方
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平成23年度
認知率：児童・生徒1000人当たりの認知件数
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定
義

◆�Dさんはグループの中で立場が弱く、からかいや嫌がらせ
を受けているが、嫌なことは嫌だと言い返していると主張
し、いじめの被害を認めていない。

本人が被害を認めていなくても、客観的に該当する
場合は、いじめとして認知

◆�Eさんは休日に商業施設のトイレで裸になることを強要さ
れ、スマートフォンで撮影された。動画は、無料通話アプ
リのグループ内で送受信された。

休日の学校外での行為も、いじめとして認知。ＳＮＳ
での拡散の危険性などについては、警察と相談・連携

いじめの構造

いじめ認知率の推移

大人の自覚がいじめを防ぐ

教育委員会の取り組み

いじめをしないことなどを宣言し、
リボンを付けるオレンジリボン運動

劇団による演劇を通じた
心の授業

中学生が小学生にネット利用の
注意点を教える寸劇の披露

その他の取り組み

各クラスでいじめゼロ行動宣言
の作成、発表、振り返り

友達がしてくれてうれしかった行動
を貼り、優しい心を育む取り組み

思いやりや命の
大切さを考える
道徳の授業

人権作文の作成
と、校内放送や
集会での朗読

学校
取り組み

で
の

厚木市いじめ防止
対策委員会 委員長
梶山 光男さん

見て見ぬふりをする傍観者

はやし立てる観衆

加害者

被害者

小学校に設置した自学自習室を視察

□



学校、家庭、子どもの発達・・・一人で悩まないで！

2020（令和２）年5月１日

平日９時～17時（火曜は20時）。それ以外の時間と土・日曜、祝日は留守番電話をご利用ください。ネットいじめ・ヤングテレホン☎223-6693でも承ります。

（青少年教育相談センター）子どもの相談は☎︎221-8080

4

相談は、子どもたちや保護者の心の問
題を解決するために、青少年教育相談セ
ンターが実施しています。平成30年度
の相談件数は延べ10,728件。内容は、
不登校や友人関係、SNSでのトラブル、
家庭の問題など、多岐にわたります。
相談を受けるのは、専門家である青
少年心理相談員です。まずは、相談者
の悩みの傾聴に努め、抱えている生き
づらさへの共感を深めます。この「傾聴」
と「共感」の中で生まれてくる信頼関
係を大切に、相談は進められます。相
談員は、一方的な助言に終始せず、一
緒に悩み、考えることで、相談者が自

分の痛みや問題に「気付く力」「認める
力」「受け入れる力」「持ちこたえられ
る力」「付き合い続ける力」を身に付け
られるよう支援します。
学校の長い休み明けは、特に相談が
増える時期です。悩みを一人で抱え込
まず、ご相談ください。

今
年
度
か
ら
厚
木
お
は
な
し
会
の
代

表
と
な
り
ま
し
た
。
会
は
、
中
央

図
書
館
で
土
・
日
曜
に
行
っ
て
い
る
素す

ば
な
し話

や
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
へ
の
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
の
参
加
、
月
１
回
の
勉
強
会
な

ど
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

素
話
と
は
、絵
本
や
紙
芝
居
を
持
た
ず
に
、

相
手
の
目
を
見
て
物
語
を
話
し
て
聞
か
せ

る
こ
と
で
、
小
学
校
や
児
童
館
な
ど
で
も

「
お
は
な
し
会
」
を
し
て
い
ま
す
。

会
は
、
現
在
の
図
書
館
の
開
館
と
同
じ

昭
和
59
年
に
主
婦
た
ち
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
当
時
、
自
主
保
育
グ
ル
ー
プ

に
参
加
し
て
い
た
私
は
、
読
み
聞
か
せ
の

仕
方
を
学
ぶ
た
め
に
図
書
館
主
催
の
講
習

会
に
参
加
し
、
素
話
と
出
合
い
ま
し
た
。

聞
く
人
を
物
語
の
世
界
に
引
き
込
む
素
話

に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
同
じ
講
座
に
参
加
し
て
い
た
発

起
人
の
木
村
美
紀
子
さ
ん
に
誘
わ
れ
、
会

の
立
ち
上
げ
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

素
話
は
、
何
も
持
た
ず
に
話
す
の
で
、

内
容
は
全
て
頭
に
入
っ
て
い
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
私
が
話
せ
る
の
は
20
話
ほ
ど

で
す
が
、
中
に
は
１
０
０
話
く
ら
い
話
せ

る
方
も
い
ま
す
。
人
前
で
き
ち
ん
と
素
話

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
３
年
く
ら

い
か
か
る
と
思
い
ま
す
。
話
す
時
は
、
気

持
ち
を
高
ぶ
ら
せ
ず
淡
々
と
語
る
こ
と
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。
感
情
を
入
れ
過
ぎ
る

と
、
お
芝
居
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
、

聞
い
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
話
し
手
に
注

目
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

話
す
前
に
は
、「
耳
と
目
と
心
を
向
け

て
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
ま
す
。
集

中
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
目
は
真
剣
そ

の
も
の
。
ま
る
で
物
語
の
中
を
一
緒
に
旅

し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
に
な
り
ま
す
。
話

が
終
わ
っ
た
時
、
息
を
の
ん
で
聞
い
て
い

た
子
ど
も
た
ち
が
一
斉
に
「
フ
―
ッ
」
と

息
を
つ
い
て
い
る
様
子
を
見
る
と
、「
や
っ

た
」
と
手
応
え
を
感
じ
ま
す
ね
。

最
近
は
、
映
像
に
早
く
か
ら
触
れ
る
子

が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
最
も
子
ど
も
の

心
に
響
く
の
は
、
生
の
声
で
の
語
り
掛
け

で
す
。
多
く
の
「
お
は
な
し
」
を
聞
い
た

子
ど
も
は
、集
中
力
や
想
像
力
、共
感
力
、

傾
聴
力
が
高
ま
り
ま
す
し
、
た
く
さ
ん
読

み
聞
か
せ
を
し
た
親
子
は
、
子
ど
も
が
成

長
し
て
も
良
い
関
係
を
築
け
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
親
御
さ
ん
は
、
お
子
さ
ん
が
幼

い
時
こ
そ
、
絵
本
な
ど
を
使
っ
て
い
っ
ぱ

い
心
を
通
わ
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「一時期活動を離れても温かく迎えてくれる仲間がいる」
と話す高橋さん。現在は15人で活動中

生後4カ月頃からが最適

ブックスタート

厚木おはなし会代表 高橋充
みつよ

代さん（67・温水）

問中央図書館☎225-2570

楽しい時間を過ごしなが
ら、乳幼児の言葉と心を育
むために、読み聞かせの方
法を案内するとともに、絵
本をプレゼントします。
【対象】
2019年４月２日以降に生
まれた赤ちゃんと保護者
（赤ちゃん１人につき１回）
【日時・場所・申し込み】
広報あつぎ（15日号）に掲載

ブックスタートで絵本を読む会員

数字で見るあつぎの教育

これって何の数字

FACE    
    
    

Edu Navi  子どもたちを物語の旅へいざなう

青少年教育相談を通して、
好ましい変化が見られた
割合です（改善率）。
� （平成30年度）

　新型コロナウイルス感染症が広が
り、子どもが自宅にいる時間が増え
ています。運動不足や生活リズムの
乱れ、学習の遅れなど、不安を感じ
ている方も多いのではないでしょう
か。ここでは、家庭学習に効果的に
取り組むコツを紹介します。

　学校で学んだことを定着させた
り、これから習うことを事前に調
べたりする家庭学習。学校が休校
中でなくても重要ですが、今、学
習の在り方や方法がよりクローズ
アップされています。
【具体的な悩み】
◆�気が散って学習
に集中できない
◆�自発的に取り組
まない
◆�学習する時間・
量が少ない

■スケジュールを立てる
　起床、食事、就寝などの時間を決
め、空いた時間に「学習」 「運動」 「自
由時間」をどう割り当てるか子ども
と一緒に考えましょう。
【ポイント】
◆おしゃれなスケジュール表を用意
◆�こなせる範囲でその日の課題を設定
（目標とゴールを決め見通しを持たせる）
◆�学習は、時間を区切ってアラームを
セットするなど、メリハリをつける
◆自由時間はたっぷりと
◆課題を達成したら、たくさん褒める

■オンライン教材を活用する
　文部科学省のHPでは、問題集や
動画など、無料で利用できるさまざ
まな学習支援コンテンツが紹介され
ています。

家庭学習の学びを深めるために

人気の給食レシピを市ホームページで紹介 厚木市  給食レシピ 検 索

材料（4人分）

作り方

・さつま揚げ…50g　・豚もも肉…80g　・ニンジン…50g�
・茎ワカメ（カット）…40g（乾燥茎ワカメは水で戻してから計量）�
・つきこんにゃく…120g　・サラダ油…適宜　・砂糖…大
さじ１　・しょうゆ…小さじ２ 　・酒…小さじ１

①�ニンジンは千切り、さつま揚げは薄切りにする。茎ワカメはさっ
と洗い、つきこんにゃくは下ゆでしておく。豚肉は細切りにする。
②�フライパンにサラダ油を入れ、つきこんにゃくを炒めた後、豚肉
を加えて炒め、色が変わったらニンジンも炒める。
③�具材に火が通ったら、調味料の砂糖、しょうゆ、酒を加える。
その後、さつま揚げ、茎ワカメを加えて炒め、味をなじませる。

　今回は、春に旬を迎える茎ワ
カメを使ったレシピ。ミネラルや
食物繊維が豊富で、コリコリと
した食感が楽しい一品です。

きんぴらとは、細切りに
した食材をしょうゆや砂
糖などで甘辛く炒めた
料理。ゴボウやレンコ
ンなどの根菜の他に
も、アスパラガスやズッ
キーニなどのきんぴらも
おいしいですよ。

【相談方法】来所・訪問（要予約）、電話、メール
【時間】平日9時～17時（火曜は20時まで）
【場所】市役所第二庁舎６階（中町3-16-1）
【電話】221-8080（受付時間外は留守番電話へ）
【メール相談】市ＨＰの入力フォームより

相談室

親子のための

文部科学省　子供の学び 検 索

栄養たっぷりの春の味覚
茎ワカメのきんぴら


